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第１５１回 教育研究評議会 議事録

日 時 平成２９年 ７月１３日（木）
１３時３０分～１４時２０分

場 所 事務局第一会議室（本部棟３階）

出席者
学長（議長） 長谷部
理事 大門，森下，中村，箱田
副学長 髙木
教育学部 杉山，加藤，室井
経済学部 中村，永井
経営学部 原，谷地
理工学部 羽深
都市科学部 齊藤
国際社会科学研究院 泉，佐藤，荒木
工学研究院 渡邉，新井，高田
環境情報研究院 根上，大谷，金子
都市イノベーション研究院 佐土原，白水，山田
教養教育主事 上ノ山
附属図書館長 志田

議 事

Ⅰ 議事録確認

第１５０回議事録（案）（資料1）について，原案のとおり確認した。

Ⅱ 報告事項

１．議長報告
議長から，次の事項について報告があった。

（ 1）都市科学部設置記念シンポジウム 出席 挨拶 （6/10）
（ 2）ＹＮＵ竹井准子記念奨学金目録贈呈式 挙行 （6/13）
（ 3）国立大学協会第１回通常総会 出席 （6/14）
（ 4）国立大学法人学長・大学共同利用機関法人機構長等会議（文部科学省）出席 （6/15）
( 5) ４大学（横国大・横市大・神大・関東学院大）・横浜市との連携協定締結式

出席 ≪資料２-１≫ （6/15）
（ 6）大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 出席 （6/15）
（ 7）校友会新入生歓迎会 出席 （6/22）
（ 8）大学基準協会 評議員会 出席 （6/30）
（ 9）平成29年度科研審査システム学内説明会＆科研費セミナー【大型種目向け】

出席 挨拶 （7/5）
（10）平成２９年度学術研究等助成贈呈式（横浜工業会）出席 （7/7）
（11）平成２９年度外部資金獲得研究者表彰式 挙行 （7/10-12）

２．委員会報告
議長から，委員会の開催状況について，資料２-２のとおりである旨報告があった。

３．部局等報告
各部局等から，次の事項について報告があった。

( 1) 理事（総務担当）
・横浜国立大学ダイバーシティレポートについて（資料3-1）
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( 2) 理事（研究・評価担当）
・平成29年度外部資金獲得研究者表彰について（資料3-2）
・科学研究費助成事業等説明会の開催について（資料3-3）

( 3) 理事（国際・地域・広報担当）
・プリンス･オブ・ソンクラ大学（タイ）との海外協働教育研究拠点に関する

合意書の締結について（資料3-4）
( 4) 理事（財務・施設担当）・事務局長

・常盤台インターナショナルレジデンス整備・運営事業の契約について（資料3-5）
( 5) 教育学部長

・日本教育大学協会評議員会について
平成２９年度第１回日本教育大学協会関東地区会評議員会について（資料3-6）

( 6) 都市科学部長
・「都市科学部開設記念シンポジウム」開催報告について（資料3-7-1～3-7-2）

( 8) 国際社会科学研究院長
・法科大学院のシンポジウムについて（資料3-8）

( 9) 附属図書館長
・第６４回国立大学図書館協会総会について（資料3-9）

(10) 学長選考会議議長代行（中村経済学部長）
・学長選考会議について（資料3-10）

Ⅲ 人事事項報告

議長から，資料３-１１に基づき，大学院工学研究院，先端科学高等研究院，研究推
進機構の人事事項について報告があった。

Ⅳ その他報告

前回の教育研究評議会の部局等報告で委員（都市イノベーション研究院）から確認
があった，「平成33年度以降の入学者選抜方法検討のためのＷＧ設置について」に関し
て，議長（学長）から，前回は、国大協総会で発言した内容を紹介し、共通テストの
記述式問題について、論点であった採点業務が入試センターで責任を持つことになっ
た旨を説明した。他大学との比較では、本学が最大の負担である旨を述べたが、同じ
ような規模のＨグループの比較では必ずしも一番ではなかったことの報告があった。
このことについて、副学長（教育担当）から、資料３-１２のＨグループ比較表データ
に基づき、本学は真ん中くらいであり特別負担が多い状況ではない旨の補足説明があ
った。また、県内の受験者が多い事情から、他大学に対する負担のお願いは継続して
おり、努力してきていること、部局に関しても標準化の方法があれば工夫をしていき
たい旨の説明があった。

委員から、Ｈグループの負担が大きいことについて是正はされるのか、また、他大
学の教員に応援依頼の方法を含めて議論いただきたい旨の意見があり、議長（学長）
から、Ｈグループの負担についてはコンソーシアムで問題提起をしていきたい旨の発
言があった。

Ⅴ 審議事項

１．「大学間学術交流協定等の締結」について
理事（国際・地域・広報担当）から，資料４及び資料４-１～資料４-３に基づき，

①仁川大学校（韓国）との大学間学術交流協定・学生交流覚書の締結②ドレスデン工
科大学（ドイツ）との学生交流覚書の締結③上海健康医学院（中国）との大学間学術
交流協定の締結について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。

２．「平成３０年度概算要求事項（案）」について
理事（財務・施設担当）・事務局長から，資料５に基づき，平成３０年度概算要求に

ついて説明後，戦略１～３の取組のうち，平成３０年新規申請の組織整備要求・取組Ｉ，
機関経費化・取組Ｄ及び共通政策課題（基幹的設備整備分）要求について説明があった。
なお，要求事項については，現在，文部科学省と折衝中のため，今後，変更等の可能性
がある旨の説明があり，審議の結果，経営協議会に付議することが承認された。
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３．「横浜国立大学学位規則の一部を改正する規則（案）」について
副学長（教育担当）から，資料６及び６-１に基づき，横浜国立大学学位規則の一部

を改正する規則について，学部横断教育プログラムであるYOKOHAMAクリエイティブ
・シティ・スタディーズ（YCCS）特別プログラムで初めて学位記を作成するにあたり，
実態に即した英文表記に改めるための改正である旨の説明があり，審議の結果，原案の
とおり承認された。

４．「平成３０年度横浜国立大学入学者選抜要項（案）」について
副学長（教育担当）から，資料７に基づき，平成３０年度横浜国立大学入学者選抜

要項の変更点について，①公表済み変更点に係る修正②全体に係る変更③その他変更④
各学部の入試に係る変更の説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。

５．「平成３１年度横浜国立大学入学者選抜方法の変更」について
副学長（教育担当）から，資料８に基づき，平成３１年度横浜国立大学入学者選抜

方法の変更について，経済学部（AO入試），経営学部（AO入試），理工学部（一般入試
・AO入試・私費外国人留学生入試）及び都市科学部（AO入試）の説明があり，審議の
結果，原案のとおり承認された。

以 上


